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平成 22 年 10 月 29 日 

各   位 

会 社 名 株式会社 池田泉州ホールディングス

代表者名 取締役社長兼ＣＥＯ 服 部 盛 隆

(コード番号 ８７１４  東証・大証第１部） 

問合せ先 執行役員企画部長  田 原  彰 

(ＴＥＬ ０６－４８０２－００１３) 

 

平成 23 年３月期第２四半期（累計）業績予想の修正及び 
平成 23 年３月期第２四半期有価証券評価損に関するお知らせ 

 
 

近の業績の動向を踏まえ、平成 22 年５月 14 日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

また、あわせて当社子会社が保有する「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が

著しく下落し、その回復があると認められないものについて、平成 23 年３月期第２四半期において減損

処理による有価証券評価損を計上する必要が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 平成 23 年３月期第２四半期（累計）業績予想の修正 

(１)平成 23 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日) 

 

 連結経常収益 連結経常利益 連結中間純利益 
１株当たり 

連結中間純利益
 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 60,000 3,400 3,500 2.93 

今回修正予想（Ｂ） 60,000 4,600 5,200 4.36 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） － ＋1,200 ＋1,700  

増 減 率 （％） － ＋35.3 ＋48.6  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 22 年３月期第２四半期）     

※ 当社は、平成 21 年 10 月１日に株式会社池田銀行と株式会社泉州銀行が経営統合し、両行を完全子

会社とする共同持株式会社として設立されました。このため、前期第２四半期連結実績はありません。 
 

(２)業績予想の修正理由 

 平成 23 年３月期第２四半期（累計）連結業績については、子銀行である池田泉州銀行において、預金・

貸出金がともに増加し、預かり資産販売も順調に推移する中で、与信関連費用は増加したものの、国債

等債券関係損益も当初予想を上回ったことを主因に、当社の連結経常利益・連結中間純利益がともに当

初予想を上回る見込みとなったことから、平成 23 年３月期第２四半期（累計）連結経常利益・連結中間

純利益を上方修正いたします。 

単体業績予想に、修正はございません。 

 なお、平成 23 年３月期通期連結業績予想につきましては、平成 23 年３月期第２四半期決算発表時に

公表いたします。 

 

 （注） 上記見通しは本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な

不確定要素が内在しております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果と

なる可能性があります。 
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（ご参考） 

池田泉州銀行業績見込み（単体ベース） 

                         （単位：億円） 

 
22年９月期 
（見込み） 

当初予想 増減 

業務純益 140 80 ＋60 

与信関連費用（△） 68 35 ＋33 

経常利益 38 33 ＋５ 

中間純利益 42 35 ＋７ 
 

 
22年９月期 
（見込み） 

21年９月期 
（実績） 

増減 

預金残高 42,884 42,312 ＋572 

貸出金残高 34,815 34,125 ＋690 

うち住宅ローン 17,590 16,935 ＋655 

有価証券残高 11,664 12,238 △574 

その他有価証券含み損益 1 △76 ＋77 

預かり資産販売額 898 707 ＋191 

不良債権残高 651 748 △97 

不良債権比率 1.83％ 2.15％ △0.32％ 

※ 平成 21 年９月期（実績）の計数は株式会社池田銀行と株式会社泉州銀行の単純合算です。 

 

２. 平成 23 年３月期第２四半期有価証券評価損 

 

 連結 

(Ａ) 平成 23 年３月期第２四半期会計期間（平成 22 年７月１日から平成

22 年９月 30 日まで）の有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 
455 百万円

 
(イ) 平成 23 年３月期第２四半期累計期間（平成 22 年４月１日から

平成 22 年９月 30 日まで）の有価証券評価損の総額 
1,408 百万円

 

(ロ) 直前四半期（平成 23 年３月期第１四半期）累計期間（平成 22

年４月１日から平成 22 年６月 30 日まで）の有価証券評価損の総

額 

953 百万円

※ 四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※ 当社の決算期末は、３月 31 日です。 

 

○ 純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 連結 

(Ｂ) 平成 22 年３月期末の純資産額 174,276 百万円

 （Ａ／Ｂ×１００） 0.3％ 

 （イ／Ｂ×１００） 0.8％ 

(Ｃ) 平成 22 年３月期の経常利益額 6,057 百万円

 （Ａ／Ｃ×１００） 7.5％ 

 （イ／Ｃ×１００） 23.2％ 

(Ｄ) 平成 22 年３月期の経常収益額の１％（注） 1,183 百万円

 （Ａ／Ｄ×１００） 38.5％ 

 （イ／Ｄ×１００） 119.0％ 

※ 平成 22 年３月期の当期純利益額は経常収益額の１％に満たないため、当期純利益額に対する割合に

替えて、経常収益額の１％に対する割合を記載しております。 

以 上 


